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大 会発 表 要 旨1993.11.6

アフ リカの土器,機 能 と形 態

森 淳/大 阪芸術大学

アフリカには未だに土器を使用 して生活す

る民族が居住 している。そしてそれらの土器

は,そ れぞれ使用 目的によって,形 態と機能

の関係が認められる。特 にそれ らの関係 は炊

事,煮 炊き用の土器に著 しく現れている。

土器の形態 は,東 アフリカ と西アフリカで

生産 されている物 と比較 してみても,大 きな

違いは認め られないが,そ の使用目的によっ

て少 しずっ地方性が出ているようにも見受け

られる。 これは東西のアフリカ人の食生活の

共通性によるものであろうと思われるのであ

る。筆者のアフリカに於ける調査は,1968年

か ら1971年 まではウガンダに滞在 して東アフ

リカの土器 を調査をする機会が与えられた。

また1978年 から1988年 にかけて,文 部省の科

学研究費補助 を与えられて,西 アフリカの土

器の調査をすることが出来た。この発表はこ

れらの調査を通 じて得たものである。

調査を行ったのは,次 の国名 と民族名であ

る。東アフリカは,ウ ガンダ(ガ ンダ,ジ ョ

パ ドラ,ア チ ョリ,ラ ンゴ,ブ ニ ョロ)。西

アフリカでは,カ ルメーン(テ ィカール,バ

ミレケ,バ ムン)。 トーゴ(モ バ,ラ ンバ,

カブレ,エ ウエ)。 ガーナ(ア カン,ア シャ

ンティ,ダ ゴンバ)。 マ リ(フ ル ベ,ド ゴ

ン)な どである。

1.東 アフリカ

東アフリカでは,主 としてヴィク トリア湖

の周辺に居住 している農民 と,キ ョウガ湖の

北方地域 に居住 している牧畜民 との間で,使

用される場所 と民族によって違いが認められ

た。
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a .貯 水用土器

ウガンダでは農民 と牧畜民 とによって,そ

れぞれ異なった形態の貯水用土器が使われて

いる。ヴィク トリア湖周辺の農民では,円 形

で円底,胴 の直径 より小 さな口をもった貯水

用土器が使われ,中 には口をバナナの葉で作

ったカバーで覆 ったものがある。円底である

ということは,不 安定な地面のうえに設置す

る場合,地 面を窪めることによって安定させ

ることが出来る。キ ョーガ湖の北方地域 の牧

畜民の間では,楕 円形で首が長 く,胴 の径 よ

り小さな口をもち,肩 の部分か ら底へかけて

植物の蔓 をかけて,持 ち運びに便利なように

なっているものがある。 これは遊牧するとき

のことを考えて作られたものである。

b.煮 炊き用土器。

イ)マ トケ炊事用土器。

ヴィク トリア湖周辺の農民の主食 は,プ ラ

ンテン・バナナである。青い料理バナナの皮

を剥 き,バ ナナの葉で包み,蒸 したものを潰

してマッシュド・ポテ ト状 にしたものをマ ト

ケ と呼び,ソ ースに浸 して食べる。そのため

の土器なので,浅 鉢形をしたもので,浅 鉢の

土器の中にバナナの葉を広 げて敷き,そ の上

に皮を剥いたバナナを置いてさらにバナナの

葉で包み,少 量の水を入れて蒸 しあげる。

ロ)練 り粥用土器。

標準的な土器形態をしていて,円 形で円底,

広口の土器で,キ ョーガ湖の北方地域に居住

する穀物の粉で作 る練 り粥を主食 とする民族

によって使われている。

練 り粥 は,壷 形土器 に水を入れ,炉 にかけ



て湯 を沸か し,そ の湯の中に雑穀の粉を入れ,

練 り棒 を使って捏ね,固 めの練 りものにし,

食べ る時はひとつまみ指でちぎって,ソ ース

に浸 して食べる。土器が広口であるのは,練

り棒を使いやす くするためのものである。 ま

た円底であるのは,石 囲みの炉にかけるとき

安定のよい形になっている。

ハ)ソ ース用土器。

アフリカの主食は,東 西一般に雑穀の粉の

練 り粥や料理バナナなどで,野 菜や魚の燻製

などで作 ったソースに浸 して食べ る。そのた

めのソース煮炊き用の土器をもっている。円

底で円形であるのは,練 り粥用の土器 と類似

しているが,な かには蓋 をもつ ものもある。

二)塩 採取用土器。

ウガンダのジョパ ドラ族調査で,料 理に味

をつけるための塩 を採取するための土器を観

察 した。形態 は土瓶の ような形ではあるが,

上の部分は灰 を入れるようになっていて,植

物の灰を入れ,水 を注ぎ下の土瓶形の胴の部

分に溜まったものを,注 口から出して料理の

味付 けに使用する。

2.西 アフリカ。

東アフリカの土器と比較 してみると,西 ア

フリカの諸国で生産 される土器のほうが形態

はヴァラエティに富んでいるように見受けら

れる。また成型の技法にも違 った方法が見受

けられた。土器は要請 された機能 によって形

態を変 えている。

a .貯 水用土器。

カメルーンのティカール族,ト ーゴのエヴ

ェ族などのように,広 口で長大な形態をもっ

ものや,ト ーゴの最北部 に居住するモバ族の

もつ大型の ものもあ る,こ れ らの土器は貯水

用のみではなく,雑 穀 を使って醸造する酒を

醸すのに も使われている。

特にモバ族のボブル と呼ばれる大型の土器

は,主 として醸造用 として使われる。6個 ま

たは12個 のボブルを2列 に並べて地上に設置

し,並 べられたボブルの間の空間で燃料 を燃

や して煮沸し醸造する。

b.蒸 し器。

モバ族には,豆 類を蒸 し発酵させた ものを

磨 り潰 して料理の味付けに使 う,そ のために

豆類を蒸す土器がある。壷状の土器で胴の部

分 に小 さな穴が全面にあけられ,そ のなかに

豆類を入れ,そ の壷よりも大型の壷のなかで

湯 を沸かし,そ こへ豆を入れてある壷を入れ

て蒸す。 またマリのフルベ族には,ク スクス

と呼ばれる料理 を作るための蒸 し器がある。

これは土器の底 に高台があり,湯 を沸か・した

大型の土器のなかに据えてクスクスを蒸す。

c.炉 。

作 り付けの炉ではな く,持 ち運びの出来る

炉がマ リのフルベ族で使われている。 これに

は2種 類の ものがあって,日 本で使われてい

る七輪 と同 じような形態 をしているものと,

鉢のような形態をしているものがある。 これ

は鉢の中に3本 の角状をした突起が3本 付け

られていて,そ の上に土器をかけて薪を燃や

して料理をする。

まとめ。

アフ リカの土器は,3個 または5個 の石な

どか らなる炉の形態に対応 して,安 定が よい

形 として円底である。 また食生活が東西アフ

リカほとん ど同 じなので,と もに大きな違い

は認められなかった。特殊なものとしては,

精霊などに対する儀礼用の土器が地方によっ

て作 られているが,こ こでは生活 に直接関係

ある土器にしぼったので,次 の機会で発表す

.ることとして割愛した。
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